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高齢者において新たな社会的問題となる創傷
「スキン­テア (Skin Tear)」
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　超高齢社会の我が国において、高齢者の褥瘡が社会的問題とされ、診療

報酬改定により「褥瘡対策の体制整備」、「褥瘡の対策と発生状況の報告」

などが行われるようになった。これを機に、医療従事者のみならず国民にも

褥瘡が広く認知される機会となった。しかし、高齢者の新たな社会的問題と

なる創傷として、腕がベッド柵に当たったときや絆創膏を剥がすときなどに皮

膚が裂けたといった通常の療養環境の状況で発生する「スキン-テア（Skin 

Tear）」が注目されてきている。このスキン-テアは、強い疼痛を伴い、患者と

その家族の well being を脅かすだけでなく、医療従事者や介護者の不適切

なケア行為により受傷したと、家族が不信感を抱く恐れがある。しかし、この

創傷は、十分には知られていない。

スキン-テアとは、摩擦・ずれによって、皮膚が裂けて生じる真皮深層までの

損傷（部分層損傷）である1)。 ス キン-テアは、裂傷という摩擦やずれなどに

よる牽引力によって引き裂かれ、その損傷は真皮深層に留まらず、筋層や

臓器に至る創傷とは異なる。本邦では、裂傷と区別するために世界で通用

するスキン-テアという用語を用いている。 

　本邦におけるスキン-テアの実態については、2014年に皮膚科医、形成外

科医、筆者を含む皮膚・排泄ケア認定看護師らをメンバーとする日本創傷・

オストミー・失禁管理学会学術教育委員会が大規模調査を実施した。この調

査により、スキン-テア保有者は75歳以上の高齢者が多く、ステロイド薬や抗

凝固薬の使用率および褥瘡発生リスクも高いこと、その創は四肢に多く、創

周囲皮膚は乾燥し紫斑を有している割合が高いことが明らかとなった2)。 な

お、この調査結果と国内外の論文を基に、スキン-テアの予防と創傷管理の

ためのベストプラクティスを作成し、上記学会HPでも公開している。

　ベストプラクティスでは、予防には脆弱な皮膚に対して栄養管理とスキンケ

ア、さらに外力保護ケアが重要とされている。特に、スキンケアでは、保湿剤

を1日2回塗布する3)。外力保護ケアでは、四肢を支持する際には掴まずに

下から支える、長袖長ズボンの衣服を選択するなどの配慮が必要である。ス

キン-テアが発生した場合には、組織欠損の程度および皮膚または皮弁の

色を観察し、STAR スキンテア分類システムを用いてアセスメントをする。スキ

ン-テアの創管理では、止血、洗浄、創傷の被覆をする。皮弁がある場合に

は、治癒促進を図るために、疼痛を伴うことを事前に説明してから皮弁を元

の位置に戻す。創周囲皮膚も脆弱であるため、被覆材の固定にも粘着力を

検討するなど、創傷管理にも様々な配慮が必要である。

　最後に、高齢者を気遣って手を握って支えることは、医療施設に限らずど

こでも行われる行為である。その行為がスキン-テアを生じさせ、手を差し伸

べた人は罪悪感を抱く可能性がある。したがって、今後は発生ゼロを目指

し、医療従事者のみならず、国民にもスキン-テアを周知させる活動が不可

欠である。さらに、老いを迎えても安心して過ごせるよう、生物学的指標など

活用したより科学的な予防ケアへと深化させるための研究が必要であると考

えている。
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:  鈴木　茂彦 
:  メルパルク京都
:  A new, borderless approach to wound healing

（京都大学大学院医学研究科　形成外科学　教授）
（京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676番13）

  多職種の力を一つに　～キズを早く綺麗に治す～

         演題募集期間 2017年６月27日（火）～　8月10日（木）11:00
      大会HP： http://convention.jtbcom.co.jp/jswhjsw2017/index.html

〔大会運営事務局〕
株式会社JTBコミュニケーションデザイン　ミーティング＆コンベンション事業部内 (担当: 石川) 
TEL：06­6348­1391   (代)　FAX：06­6456­4105　　 Email: jswhjsw2017＠jtbcom.co.jp

研究奨励賞の応募には、演題登録時の抄録の他、学会HP（http://www.jswh.com/syourei/syourei.html）
にて申請書と業績の提出をする別途手続きが必要です。申請が完了したら、1週間以内に学会事務局より
「研究奨励賞受理のお知らせ」というメールが届きます。このメールが届かない場合は申請が受付されて
おりませんのでご注意ください。詳しくは学会HPもしくは日本創傷治癒学会事務局までご連絡ください。

研究奨励賞同時募集 ※上記演題募集期間と同時期で、研究奨励賞の募集も行います。>> 応募は下記の 学会 HP から

http://onlinelibrary.wiley.com/journal/10.1111/(ISSN)1524-475X/homepage/ForAuthors.html
http://www.jswh.com/syourei/syourei.html



